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	1 日　時：平成28年7月28日（木）13:30　～　7月29日（金）12:30
	2 場　所：ヒルトン東京お台場（東京都港区台場1丁目9番1号）「ペガサス」
	3 出席者：森林再生基金助成先および森林専門家
	全国の森林組合・都道府県森林組合連合会の経営層等　約330名
	4 概　要：別紙のとおり
	1 概　要
	森林組合トップセミナー・森林再生基金事業発表会は，民有林再生にかかる取組成果を世の中に広く紹介すること等を目的に，全国森林組合連合会との共催で開催している，森林組合系統における最大級のイベントです。第10回目の開催となる今回は「公益信託　農林中金森林再生基金※1（農中基金）」の第1回助成先である9組合より，事業成果等について発表いたします。
	※ 1「公益信託 農林中金森林再生基金」は，荒廃した森林が，地球温暖化防止をはじめとした多面的機能を十分に発揮できない状況を踏まえ，民有林の再生事業に対して助成を行うことで，森林の多面的機能が持続的に発揮されることを目的とした公益信託です。本基金は，平成17年度から「ＦＲＯＮＴ80」として，平成26年度から後継基金である「農中森力基金」となり，民有林再生の支援をしています。
	また，事業発表会に加え，基調講演・特別講演も行います。基調講演では，全国各地の森林・林業・木材産業の現場に精通される林材ジャーナリストの赤堀 楠雄先生，特別講演では，大阪の町工場の技術を結集した人口衛星「まいど一号」打上げの立役者である青木 豊彦先生（株式会社アオキ取締役会長，東大阪市親善大使）にご講演いただく予定です。





